
 
 
  
１ 産業と人々の活力がみなぎるまち 

２ 環境に配慮する区民生活が根づくまち ３ 安全で快適な都市基盤を着実に築くまち 

【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤・通学による区内への流入人口や区内商業

の年間販売額等の成果指標は、平成２５年度の数

値が確認できていないが、中野四季の都市の開設

以降の中野駅の乗降客の増加や、経済活動への影

響等が想定できる。 

 

【主な取組】 

中野駅周辺、東中野駅等の交流拠点のまちづくりや、ＩＣＴ・コンテンツ関連産業等の産業新生のしかけづくり、なか

の里・まち連携事業等の取組について実施あるいは着手している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギー消費量の削減に向けた取組を進め

たが、電気のＣＯ２排出係数の増加により、区内

のＣＯ２排出量は当初の値から増加している。 

【主な取組】 

区が実施する地球温暖化防止対策に要する財源

を確保するための基金設置・運用、なかのエコポイ

ント制度の導入、街路灯のＬＥＤ化整備、ごみの発

生抑制や資源化の啓発、建築時の緑化指導等の身近

なみどりを増やす取組等について実施あるいは着

手している。 

 

 

 

 

 

【主な成果】 

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
不燃化率 ４６．７％

（１３年度）
５１．１％

（２３年度）
５０％

耐震化された住戸数
の割合

６８％
（１６年度）

８３．６％ ９０％

歩道のバリアフリー
化率

２５．４％
（２０年度）

４２．２％ ５０％

【主な取組】 

防災まちづくり、緊急輸送道路沿道建築物

等の耐震化、橋梁長寿命化計画の策定、大規

模公園の整備等の取組について実施あるい

は着手している。 

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
ICT・コンテンツ、生
活産業の区内事業所
数

９２５
（１８年度）

９３５
（公営除く）
（２４年度）

１，１００

里・まち交流事業の
参加者数

６，０００人
（２０年度）

５３，１００人 ４５，０００人

都市計画道路の整備
率

３９％
（２０年度）

４９．２％ ５１％

交流拠点各駅の
１日平均乗降人数

３１３，７１６
　　　　　　人
（２０年度）

３２０，２９７
　　　　　　人

３２２，０００
　　　　　　人

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
区民１人１日あたり
のごみ排出量

７４１ｇ
（１５年度）

５４５ｇ ５２７ｇ

資源化率 １８．７％
（１５年度）

２７．４％ ３８．２％

緑化計画制度により
認定した緑化計画面
積の累計

３９，６９７㎡
（２０年度）

１１９，４３５
　　　　　　㎡

９４，０００㎡
なかのエコポイント制度とは 

中野区の CO2 排出量の約半分を占める家庭からの排出量の削

減を促進するための制度。節電や省エネ、環境に配慮した商

品の購入でポイントがもらえ、商品券やプリペイドカードと

交換できる。 

 

中野四季の都市エリア 

警察大学校等の移転に伴い、官民のパートナーシップに基づき一体開発を推進。業務ビル、

大学、病院等が立地。防災公園の整備も進んでいる。昼間人口は 2万人程度増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかの里・まち連携事業 

人を結ぶ体験・観光交流、暮らしを結ぶ経済交流、自然を

守る観光交流の３つの柱を軸に、茨城県常陸太田市、千葉

県館山市、福島県喜多方市、山梨県甲州市、群馬県みなか

み町との交流事業を実施している。 

 

 

  

←交流事業 
での農業体験 

←業務ビル 
キリン株式会社本

社等が移転（H25） 

→ 
イベントでにぎわ

う四季の森公園 

【概要版】新しい中野をつくる１０か年計画実施状況 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○中野駅周辺は、にぎわいの中心として、業務・商業施設、住宅、教育機関などさ

まざまな施設が複合的に誘導され、広域避難場所としての機能とみどり豊かな空間

を備えたまちとなっています。さらに、東京の新たな顔となるべく、サンプラザや

区役所、中野駅北口広場一体の再整備や中野駅南口のまちづくりが動き始めていま

す。 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○さまざまな世代が集まり、活発に活動して、暮らし

や文化をにぎわいのあるものにしています。 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○区民の日常生活の中で、温室効果ガスの排出量削減を

めざしたエネルギー消費の抑制や、環境保全のための消

費行動など、地球環境に配慮した取り組みが進んでいま

す。 

≪関連する基

本構想のまち

の姿≫ 

○地区の特徴

を生かしつつ、

道路整備や建

物の共同化、不

燃化などが着

実に進められ

ています。 

○みどりの拠

点となる公園

の計画的な整

備や、今ある緑

地の保全など、

自然と調和し

環境への負荷

を低減する都

市基盤の整備

が進んでいま

す。 

資料３ 



 
 
  
１ 子育て支援活動など、地域活動が広がるまち 

２ 子どもから大人まで、地域の中で自分の力をのばせるまち 

【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育園の民営化や認証保育所等の多様な保育

施設の整備を推進し、質の整った保育サービスの

量の拡充は図られているが、急増している保育需

要に追い付かず保育所の待機児童ゼロに向けた

目標は達成できていない。 

【主な取組】 

すこやか福祉センターにおける子育て支援、キッズ・プラザ事業の展開、発達の課題や障害のある子どもと家庭への支

援、保育サービスの民営化等の取組について実施あるいは着手している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な取組】 

男女共同参画推進、人権教育、学校における学習や体力の向上、学校再編、学校と地域の連携、地域ス

ポーツクラブの整備、区内大学等と連携した区民の学習活動等の取組について実施あるいは着手してい

る。 

 

 

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
子育ての自主的な取
り組みや地域の育成
活動などに参加した
大人の人数

１１，５７０人
（１６年度）

１８，７５４人 １５，０００人

安心して出産に臨め
たと考える母親の割
合

７４％
（２０年度）

７５．７％ ８５％

必要なときに子ども
を預けることができ
た保護者の割合

６５．３％
（１７年度）

７７．５％ ８０％

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
性別による固定的な
役割分業意識を持た
ない区民の割合

７０．１％
（１６年度）

７４％
（２２年度）

８５％

子どものよさをのば
す教育がなされてい
ると感じる保護者の
割合

小学校 63.5％
中学校 43.4％
（１５年度）

小学校 72.6％
中学校 59.9％

小学校 71％
中学校 68％

体力テストで中野区
目標（中野スタン
ダード）を７割以上
の児童生徒が達成し
た種目数（小６、中
３）

小学校６年
9/16種目

中学校３年
13/18種目

（２０年度）

小学校６年
10/16種目
中学校３年
10/18種目

小学校６年
10/16種目
中学校３年
15/18種目

スポーツ施設の利用
者数（体育館等）

７３１，０２０
　　　　　　人
（２０年度）

７５６，３８７
　　　　　　人

７５０，０００
　　　　　　人

文化施設の利用者数 1,187,884人
（２０年度）

1,227,480人 1,265,000人

キッズ・プラザ事業 

小学生がのびのびと学年を超えて交流し、豊かな経験ができる

よう「放課後の子どもたちの安心、安全な遊び場」として、区

立小学校内にキッズ・プラザを設置・運営している。（８か所

（平成２５年度末現在）） 

 

保育サービスの拡充 

 

施設数（園） 定員（人） 施設数（園） 定員（人） 施設数（園） 定員（人）

認可保育園 36 3,144 36 3,548 38 3,720

区立保育園 27 2,322 22 2,164 22 2,184

私立保育園 9 822 14 1,384 16 1,536

認可外保育施設等 16 250 34 762 37 795

認証保育所 7 214 19 631 19 638

グループ型家庭的保育事業 2 15 4 36

家庭福祉員 8 21 11 35 12 40

その他 1 15 2 81 2 81

２０年度 ２５年度 ２６年度

→ 
活動クラブ室の様子 

  

【概要版】新しい中野をつくる１０か年計画実施状況 

児童・生徒

の学力調査

の結果など

は、取組の

成果が、な

かなか結果

に結びつい

ていない状

況にある。 

 

学校再編 

平成１７年に「中野区立小中学校再編計画」を策定し、充実した学校教育を実現するため、学校再編を進めてきた。平成２４年の時点

で前期計画での再編が終了し、平成２５年３月には計画を改定し、中野区立小中学校再編計画（第２次）を策定している。 

（前期の学校再編） 

・桃花小学校の開校（平成 20年度）  

桃園第三小学校、仲町小学校、桃丘小学校の統合  

・白桜小学校の開校（平成 21年度）  

中野昭和小学校、東中野小学校の統合  

・平和の森小学校、緑野小学校の開校（平成 23年度）  

野方小学校、丸山小学校、沼袋小学校の統合  

・緑野中学校の開校（平成 20年度）  

第六中学校、第十一中学校の統合  

・南中野中学校の開校（平成 21年度）  

第一中学校、中野富士見中学校の統合  

・中野中学校の開校（平成 24年度）  

第九中学校、中央中学校の統合 

 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○地域では、幅広い育成活動が実践され、家庭や学校な

どと連携して子育てにかかわっている人が増えていま

す。 

○子どもが、地域の中で遊びや学習、世代間交流などを

通じてさまざまな体験をする場が用意されています。 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○保育を必要とする子どものために、柔軟に利用できる良質なサービスが整えられ

ています。 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○学校では、子どもにとって適正な集団規模による教育が確保され、魅力ある

授業が展開されて、子どもの基礎学力が向上しています。 

中野中学校→ 
統合新校舎 

http://www.city.tokyo-nakano.lg.jp/dept/174100/d007018_d/img/001.jpg


 
 
  
１ 人々が自分の健康や暮らしを守るために努力しているまち 

２ 地域活動を中心に、ともに支えあうまち 

３ 安心した暮らしが保障されるまち 

【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な取組】 

糖尿病ハイリスク

者に対する指導等生

活習慣病予防、がん

検診、地域医療連携

体制の整備、介護予

防、障害者の社会参

加の取組等の取組に

ついて実施あるいは

着手している。 

【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者や障害者、育児世帯等に対する見守りや

支えあい活動をしている人の割合は減少したが、

見守り対象者名簿を提供した町会・自治会の数は

増加し、地域での見守り支えあい活動が推進され

ている。 

【主な取組】 

すこやか福祉センター・区民活動センターを中心

とする地域支えあいネットワークの推進、女性の子

育て支援や就労支援の取組等について実施あるい

は着手している。 

 

 

 

 

【中止した取組】 

【主な成果】 

  

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
保健福祉センターま
たは「すこやか福祉
センター」を身近に
感じる人の割合

１１．０％
（２０年度）

１３．０％ １８％

MR(麻しん・風しん)
の予防接種率

８９．７％
（２０年度）

９２．２％ ９５％

国民健康保険料納付
率(現年分)

８５％
（１６年度）

８５．６％ ８５％

【主な取組】 

すこやか福祉センターの設置、法人後見支援、感染症予防、

医療保険制度の運営、江古田の森保健福祉施設等介護や障害

者にかかる施設基盤整備、生活保護からの自立支援等の取組

について実施あるいは着手している。 

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
健康診断の結果、生
活習慣の見直しをし
た人の割合

２５．１％
（１７年度）

３０．９％ ３０％

１回３０分以上の連
続した運動を週１～
２回以上行っている
人の割合

４９．２％
（２０年度）

５０．５％ ５５％

６５歳から７４歳ま
での前期高齢者の要
介護・要支援認定率

５．１％
（１５年度）

４．７％ ４．０％

６５歳の健康寿命 男１５．３年
女１７．２年
（１５年度）

男１５．６年
女１７．４年

男１６．４年
女１９．４年

外出する時に特に困
ることはないと考え
る障害者の割合

２５．１％ ３５．０％
（２３年度）

２９％

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
自発的に子育てにか
かわり実践している
と考える父親の割合

― ７５％ ５０％

高齢者や障害者、育
児世帯等に対する見
守りや支えあい活動
をしている人の割合

１９．９％
（２０年度）

１３．３％ ２８％

地域支えあい活動 

平成２３年４月に「中野区地域支えあい活動の推進に関する条

例」を施行し、地域での要支援者への見守りなどの支え活動を、

町会・自治会、民生・児童委員、関係機関等と連携して行い、要

支援者の異変の早期発見や支援への結びつけに取り組んでいる。 
・見守り支えあい名簿の提供 
提供希望町会・自治会数 ７１団体（平成２５年度末現在） 

・中野区地域支えあい会議の設置・運営 
・２４時間３６５日緊急時連絡態勢の整備 
・職員による高齢者訪問活動 

健康づくり・介護予防事業 

地域施設において、様々な体力づくり教室、介護予防総合講座等を実施している。 

障害者施設整備 

江古田の森保健福祉施設、本町五丁目 

知的障害者通所施設、障害者グループ 

ホーム等、障害者福祉施設の整備を進 

めています。    

【概要版】新しい中野をつくる１０か年計画実施状況 

特定健診については、

安定した健診の体制を

整えるため、新たな健

診システムの構築、健

診制度の見直し等を平

成２５年度に実施した

が、初年度にはその効

果が受診率の向上に結

びつかなかった。 

 
↑介護予防総合講座 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○高齢者が、体力づくりや食生活の

改善など、自分に合った努力を行う

ことで、心身機能の低下の予防が進

んでいます。 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○高齢者や障害者を含め、多くの人が、ときには担い手と

して、ときには受け手として、相互に地域での支えあい活

動を実践しています。  

障害者グループホーム整備誘導

居室数 ユニット数

21年度 66 14

23年度 80 16

25年度 106 22

≪関連する基本構想のまちの

姿≫ 

○保健福祉・医療などのサービ

スがさまざまな担い手によっ

て提供される市場が構築され、

区はサービスの質の確保、利用

者保護などの役割を担い、利用

者が自身にあったサービスを

主体的に選べる環境が整って

います。 



 
 
  

【概要版】新しい中野をつくる１０か年計画実施状況 

１ 自治の仕組みが効果的に機能し、さまざまな担い手によって多様なサービスが展開されるまち 

２ 「小さな区役所」で、質の高い行政を実現するまち 

【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な取組】 

地域自治推進の基盤となる区民活動センターの設置、無作為抽出による意見交換会の実施、地域の防災・防犯活動の推

進等の取組について実施あるいは着手している。 

 

 

 

 

 

 

 

【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な取組】 

職員数の削減、公会計改革、危機管理や災害対策、本庁舎におけるワンストップサービス、夜間休日窓口の受付時間・

取扱い業務の拡充等の取組について実施あるいは着手している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
町会・自治会やボラ
ンティアなど地域の
活動に参加した区民
の割合

１８．４％
（１６年度）

２９．２％ ３０％

必要な区政情報を入
手できるとする区民
の割合

４５．１％
（１５年度）

４５．３％ ５０％

防災活動住民参加率 ８．４％
（１６年度）

１２．９％ １５％

犯罪発生件数の減少
率

１２％減
（１８年度）

４２．２％減 ３３％減

地域での外国人との
交流事業の参加者数

３，２６２人
（１５年度）

６，５９６人 ４，４００人

 

成果指標 当初実績等 25年度実績 26年度目標
利用者満足度のう
ち、満足の割合

６４％
（２０年度）

７３％ ７５％

ずっと住み続けたい
と思う区民の割合

３２．２％
（１６年度）

２９．８％ ４０％

電子申請の利用割合 ５８．６％
（２０年度）

５５．０％ ６４％

区民活動センター 

町会・自治会を中核とする 

地域住民により組織された 

運営委員会により、１５か所 

の区民活動センターが運営さ 

れている。 

→運営委員会が発行 

する地域ニュース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の防災訓練 

避難所や地域住民防災組織等で地域の防 

災力強化のための訓練を実施している。 

職員数の削減 ２０００人体制に向けて、計画的に削減している。 
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≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○身近なところに人々が集う場、話

合いの場があり、区民の意思にもと

づいて運営され、多様な地域活動の

拠点として生かされています。 

≪関連する基本構想のまちの姿≫ 

○区は、税財源の確保、歳出の抑制、民間活力の活用など

財政構造の改革に努め、持続可能な、安定した区政運営に

より、区民にとって満足度の高い、効率的な行政を進めて

います。 

≪関連する基本構想

のまちの姿≫ 

○地域では、災害への

対応や防犯のための

備えなど、安全で、安

心な暮らしを支える

ための取り組みが、

人々の力を生かしな

がら幅広く実践され

ています。 

ワンストップサービス・夜間休日窓口拡充 

本庁舎に総合受付窓口（ワンストップサービス窓口）を設置。 

夜間・休日窓口の取扱業務の拡充については、火曜日の時間延長

や日曜窓口の毎週化、宿日直取扱い業務の拡充を実施している。 


